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2017年度の事業報告 
（おもしろメカニカルワールド） 

2017年度関東支部シニア会総会資料 

2018年1月19日 
日本機械学会関東支部シニア会 副会長 

中山 良一 



2/9 

 4．2017年度関東支部シニア会の活動成果一覧（続き) 

  4.2 おもしろメカニカルワールドへの企画参加 

内   容 



3/9 ４．２おもしろメカニカルワールドへの企画参加（1/7） 

日    時  ： 2017年8月1日（火）/8月2日(水） 
場    所  ： 国立科学博物館 
内    容  ： 小学生を対象として「ロボットを作ろう」を一つのブースとして担当 
          タミヤ社の「メカ・キリン」と「メカ・タイガー」が題材 
指導メンバー： シニア会メンバー8名が指導(昨年より2名増員)  

「メカ・キリン」 

「メカ・タイガー」 
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 ＜概 要＞ 
  関東支部シニア会として、関東支部が「機械の日」関連イベントとして実施している 
「おもしろメカニカルワールド」に、１つのブースとして「ロボットを作ろう」を提供した。 
実施した日程は、８月1日（火）,2日（水）の２日間。 
 ロボットは（株）タミヤ社の「メカ・キリン」と「メカ・タイガー」を小学校低～高学年生を 
対象に約1時間で、工作・完成することをテーマとし、各日４回＊１０名を事前Web募集に
て参加を募った。 

 シニア会から８名が工作指導を行い、当初目標の１時間での組み立て完成は、なかなか
困難であったが、引率の父兄の協力なども得ながら、参加者の多くがロボットを完成し、 
感激して頂いた。 

○指導メンバー：太田 正廣、中村 城治、横山 典弘、笠井 憲一、川嶋 康邦 
                        （以上シニア会メンバー）、本阿弥 眞治（シニア会会長）、 
                      村上 俊明（シニア会幹事）、中山 良一（シニア会副会長） 
○事務局：滝本さん                       
           

2017年  ８月１日～２日  
国立科学博物館にて(東京 上野公園) 
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＜企画の詳細＞ 
 本年のシニア会に対して、関東支部から本企画への協力依頼があり、2017年6月頃から、 
（１）ロボット工作候補の選定、（２）シニア会メンバーへの協力依頼と選出、さらには 
（３）指導メンバー８名による事前ロボット試作学習会を経て、本番へ臨んだ。 
  
 概略スケジュールは以下の通り 
 2015年１２月 シニア会準備委員会にて「おもしろメカニカルワールド」への出展依頼 
 2016年 １月 シニア会メンバーに協力依頼（継続依頼も含む) 
          （（２）関東支部研究講演会でのコメンテーターと合わせて募集） 
  2016年 ２月 （１）ロボット製作企画案を策定          
 2016年 ４月 関東支部に企画案を提出、指導メンバー候補への都合確認 
                      ロボット購入費の一部は自己負担として、参加費５００円／人とした 
 2017年 ６月 ロボット候補を（株）タミヤ社の「メカ・キリン」と「メカ・タイガー」の２種類 
          に決定と購入手配、指導メンバーも決定 
 2017年 ７月１８日 指導メンバーの試作学習会の実施と予め組立てる部品の選定・配分 
              ７月２４日  上野科学博物館へ段ボール３箱で発送 
  2017年  ７月３１日（月）事前準備（会場レイアウトなど） 
    ８月 １日（火）参加者５９名（子供３９名、父兄２０名）当日キャンセル1名 
    ８月 ２日（水）参加者６３名（子供３８名、父兄２５名）当日キャンセル２名   
           イベント終了後、宅急便にて工具類など送付（４日（金）回収） 
 

おもしろメカニカルワールドへの企画参加（3/7） 
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国立科学博物館レイアウト 
2016年度 2017年度 

昨年度のロボット製作
スペースが手狭、照明
不足があったことを 
事務局へ報告した結果、
本年度のスペースは 
昨年の１．５倍以上、 
また照明はスポット照
明を追加頂いた 

○「メカ・キリン」を小学校低学年向け・・・・・６０台 
◎「メカ・タイガー」を中高学年向け ・・・・・・・３０台 

 なお、7/18の準備会にて、モータと減速機部分の組み立てに 
時間が掛かるため、約20台分は事前に組み立てておくこととした。 
また、当時の運営について、中山が受付、組み立て補助とする 

シフトとして、各指導員への負荷均等化を図った。 
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指導メンバー、お母さん、お父さん、参加者の皆さん、本当にお疲れ様です 

＜来年度へ向けての検討事項＞ 

 来年度へ向けての検討事項 

 ○準備段階 

  ・本ロボットの組み立てで、困難なスイッチを予め２０個、モータ周辺は数台分を 

   作製していたことが役立ったが、低学年が多く、作業が間に合わなかった。 

  ○現場での作業他 

  ・受付で学年に応じたロボットを手渡したが、二種類あると自分の希望を申し出る 

       場合があり、若干混乱した。⇒一種類にするか、事前に聞くかなどの課題あり 

  ・ロボット部品の不足が幾度も発生した、予め部品内容をチェックすること、または 

        製作開始時にキー部品はチェックすることが必要。 
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  ○企画の目標など 
  ・ロボットの工作ばかりでなく，脚のリンク機構を解説し、メカの理解等を通して、 
   ＪＳＭＥジュニア会友への勧誘を実施（説明資料の配布など） 
 
＜参加者について＞ 
 科学博物館のWeb募集で７月に本企画に応募された方から抽選で、１０名＊８回（２日間） 
が決定していたが、事前キャンセルが 
８／１、２に各１名発生していたため、 
各日先着順で参加者を募る方式で行った。 
しかし、８／１は当日キャンセルが１名、 
８／２も２名あり、全体として７７名の 
参加となった（約７２％が３年生以下の 
低学年：昨年とほぼ同じ）。 

参加者の学年 人数 女性 昨年 傾向 

１年生 ２０ １０ １９ 増減なし 

２年生 １５ ７ ２１ 減 

３年生 ２０ ４ １４ 増 

４年生 ８ ２ １４ 減 

５年生以上 １４ ４ ６ 増 

合 計 ７７ ２７ ７４ 増  

2016年度参加者数 2017年度参加者数 
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＜費用関係＞ 
 ◎収 入  ７７名＊５００円=３８，５００円（メカニカルワールド） 
 ◎支 出  ロボット購入費 ９０台＊８９６円＝８０，６４０円（メカニカルワールド） 
          上記の消費税            ６，４５１円（メカニカルワールド）      
          工具類購入費（バッテリー他）       ３，２４０円（メカニカルワールド） 
            宅急便代（往復）                 ６，１８０円（メカニカルワールド） 
            交通費他①                  ２４，４３２円（メカニカルワールド） 
            交通費他②                  １１，３５２円（関東支部シニア会） 
                             支 出 合 計１３２，２９５円(前年１１７，２２４円) 
 
   ◎おもしろメカニカルワールド負担は支出―収入で▲８２，４４３円(前年７４，０３１円) 
 ◎関東支部シニア会の負担は交通費          ▲ １１，３５２円(前年 ６，１９３円) 


